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題 名 ； 血 管 内 治 療 に て 血 栓 除 去 し え た 腕 頭 動 脈 急 性 塞 栓 症 の

一 例  

英 語 演 題 名 ； A  c a s e  o f  a c u t e  e m b o l i c  o c c l u s i o n  o f  t h e  

b r a c h i o c e p h a l i c  a r t e r y  r e c a n a l i z e d  w i t h  e n d o v a s c u l a r  

t h r o m b e c t o m y  

 

要 旨  

【 目 的 】腕 頭 動 脈（ B CA）の 急 性 塞 栓 症 の 血 管 内 治 療 例 を 報 告

す る ．【 症 例 】 70 歳 女 性 ． 右 上 肢 脱 力 を 呈 す る BC A の 急 性 塞

栓 症 で 当 院 に 転 送 さ れ た ． 心 臓 血 管 外 科 に よ る 直 達 術 で 右 上

腕 動 脈 を 確 保 後 ， 大 腿 動 脈 経 由 の バ ル ー ン ガ イ ド ワ イ ヤ ー に

て BCA 血 栓 近 傍 を 通 過 し ， 右 内 頸 動 脈 内 で 先 端 バ ル ー ン を 拡

張 し た ． 直 後 に B CA 内 の 血 栓 が 右 総 頸 動 脈 と 右 鎖 骨 下 動 脈 に

移 動 し た ． 前 者 は ガ イ ド カ テ ー テ ル 経 由 ， 後 者 は 循 環 器 内 科

に よ る 右 上 腕 動 脈 経 由 の 血 管 内 治 療 で 再 開 通 し た ．【 結 論 】BC A

の 急 性 塞 栓 症 の 血 管 内 治 療 で は ， 血 栓 除 去 法 と 遠 位 プ ロ テ ク

シ ョ ン 法 が 確 立 さ れ て お ら ず ， 直 達 術 と の 併 用 お よ び 循 環 器

領 域 の 専 門 医 と の 協 力 が 不 可 欠 で あ る ．  
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諸 言  

動 脈 硬 化 性 の 腕 頭 動 脈 (b rac hio c epha lic  ar ter y：以 下 B CA)

閉 塞 性 病 変 の 血 行 再 建 術 で は ， 低 侵 襲 性 の 利 点 か ら 直 達 手 術

よ り も 血 管 内 治 療 が 優 先 さ れ る よ う に な っ て き て い る 1 ) , 2 )．

そ の 一 方 で ， 塞 栓 性 の BC A 急 性 閉 塞 症 (a cut e e m boli c 

occl usio n o f B C A: A EO-B CA)に 対 す る 血 行 再 建 術 は 確 立 さ れ

て お ら ず ， 血 管 内 治 療 を 用 い た 血 栓 除 去 術 （ en d ovas cula r 

thro mbec tom y; E VT） の 報 告 例 も 非 常 に 稀 で あ る 3 )．  

今 回 我 々 は ， AE O -BCA に 対 し て 心 臓 血 管 外 科 医 と 循 環 器 内

科 医 の 協 力 の も と 直 達 手 術 併 用 の EVT を 実 施 し ， 遠 位 塞 栓 を

合 併 し な が ら も 血 栓 除 去 し え た 一 例 を 経 験 し た ． AE O- BCA の

EVT に 関 し て 示 唆 に 富 む 症 例 で あ り 文 献 的 考 察 を 加 え て 報 告

す る ．  

 

症 例 提 示  

患 者 ： 70 歳 ， 女 性 ．  

主 訴 ： 右 上 肢 の し び れ ， 冷 感 ， 脱 力 ．  

既 往 歴：発 作 性 心 房 細 動（ 未 治 療 ），僧 帽 弁 狭 窄 症 ，脂 質 異 常

症 ．  

生 活 歴 ： 喫 煙 な し ． 機 会 飲 酒 ．  

家 族 歴 ： 母 方 祖 母 が 脳 卒 中 ．  

現 病 歴 ： 201X 年 12 月 某 日 午 前 1 時 30 分 ，突 然 ， 右 上 肢 の 痺

れ ， 冷 感 ， 脱 力 を 自 覚 し た ． 前 医 の 画 像 検 査 で A EO- B CA が 疑

わ れ ， 治 療 目 的 に て 発 症 12 時 間 で 当 施 設 に 転 送 さ れ た ．  
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入 院 時 現 症：身 長 150 ㎝ ，体 重 4 7 ㎏ ，血 圧  13 1/7 7mmH g (左

上 肢 で 測 定 ，右 上 肢 で は 測 定 不 能 )，脈 拍 数  66 /分・不 整 ，体

温 36. 7℃ ．意 識 清 明 で 高 次 脳 機 能 と 脳 神 経 系 に 問 題 な か っ た ．

右 上 肢 の 軽 度 麻 痺 が あ り ， 表 在 感 覚 の 左 右 差 は み ら れ な か っ

た ． 右 上 腕 動 脈 と 右 橈 骨 動 脈 の 拍 動 は 非 常 に 微 弱 で あ り ， 右

手 に は 冷 感 が あ っ た ．  

検 査 所 見 ： 血 液 検 査 で 異 常 な く ， 心 電 図 に て 心 房 細 動 を み

と め た ．前 医 の 頭 部 MRI で 急 性 期 脳 梗 塞 巣 は な か っ た が  ( Fig . 

1A-B )， 頭 部 M RA で 右 内 頸 動 脈 (I C A)全 体 に 僅 か な 信 号 低 下 が

あ り  (Fi g.  1C )， CT ア ン ギ オ グ ラ フ ィ ー に て BC A か ら 右 総 頸

動 脈 （ CC A） と 右 鎖 骨 下 動 脈 （ SC A） に 跨 が る 形 で の 造 影 欠 損

が み ら れ た  (Fi g . 1D， 矢 印 )．  

治 療 経 過 ： 当 院 搬 送 後 ， 心 臓 血 管 外 科 と 循 環 器 内 科 医 と 協 議

し ， 当 初 は 開 胸 術 あ る い は CCA と SCA の 同 時 切 開 に て 血 栓 を

除 去 す る 方 針 で あ っ た が ， 家 人 が 非 侵 襲 的 な 治 療 を 強 く 希 望

し た た め ， ま ず 診 断 造 影 を 実 施 し た ． 左 大 腿 動 脈 経 由 で の 診

断 カ テ ー テ ル に よ る 大 動 脈 造 影 で は ，巨 大 血 栓 を 示 唆 す る BCA

（ 内 径 約 1 8mm） の 造 影 欠 損 を み と め た  ( Fig . 1 E， 矢 印 )． 右

SCA は BCA 内 で の 造 影 （ Fi g.1 F） を 含 め て 描 出 さ れ な か っ た

が ， 右 CCA は 巨 大 血 栓 と B CA 内 側 壁 の 隙 間 を 通 過 し 軽 度 の 造

影 遅 延 を 伴 い な が ら も 描 出 さ れ て い た（ F ig. 1F,矢 印 ）．左 C CA

造 影 で は ， 前 交 通 動 脈 を 経 由 し て ， 右 前 大 脳 動 脈 の 脳 軟 膜 硬

膜 吻 合 を 介 し た 右 中 大 脳 動 脈（ M CA）が 逆 行 性 に 描 出 さ れ ，右

MCA 島 部 （ M2） ま で 確 認 さ れ た ． こ れ に よ り ， 右 M 2 近 位 部 で
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の 閉 塞 が 示 唆 さ れ （ Fig.  1G， 矢 頭 ）， 前 医 の 頭 部 MRA 撮 影 時

か ら 当 院 で の 造 影 時 ま で の 間 に 生 じ た 塞 栓 症 が 推 測 さ れ た ．

左 SCA 造 影 （ 左 上 腕 動 脈 を マ ン シ ェ ッ ト 阻 血 し た 上 で 実 施 ）

で は ， 左 椎 骨 動 脈 （ VA） か ら 右 V A を 経 て （ F i g .  1 H， 矢 印 ），

右 SCA が 描 出 さ れ （ Fig.  1I， 矢 印 ）， 右 鎖 骨 下 動 脈 盗 血 現 象

を 呈 し て い た ． 同 造 影 遅 延 相 で は 右 腋 窩 動 脈 の 閉 塞 が 確 認 さ

れ た （ Fi g. 1J， 矢 頭 ）． こ れ ら の 造 影 結 果 よ り BCA， 右 M 2，

右 腋 窩 動 脈 の 三 カ 所 の 閉 塞 が あ る と 診 断 し た ． 脳 卒 中 セ ン タ

ー の 医 師 ， 心 臓 血 管 外 科 医 ， 循 環 器 内 科 医 ， 家 人 と 協 議 し ，

最 終 的 に は AE O-B CA に 対 し て 直 達 手 術 併 用 の EVT を 選 択 し た ．

紹 介 元 の 施 設 か ら の ヘ パ リ ン 持 続 投 与 に ヘ パ リ ン 2000 単 位

追 加 後 に 血 管 造 影 を 開 始 し ，E VT 時 に さ ら に 30 00 単 位 を 追 加

し ， 以 後 1 時 間 お き に 1000 単 位 ず つ 追 加 し た ．  

血 管 内 治 療 ： 準 備 可 能 な 最 大 バ ル ー ン 径 （ 1 2mm） で あ る

OPTI MO  Ⓡ  10F r/9 0cm ( 10F- OPT IMO； To kai M edi cal Prod ucts ,  

A ich i,  Jap an)を 用 い て も BCA 内 腔 を 閉 塞 す る に は バ ル ー ン 外

径 が 足 ら ず ， 近 位 プ ロ テ ク シ ョ ン は 困 難 で あ る と 判 断 し た た

め ， C aro tid  Gu a rd W ire 0.0 14i n ch/3 00cm  (C GW； Medt roni c 

Corp , Sa nta R os a , CA)を 2 本 用 い る 遠 位 プ ロ テ ク シ ョ ン を 予

定 し た ． ま ず は 大 腿 動 脈 経 由 に て 1 本 目 の CGW を 血 栓 近 傍 通

過 後 に 右 内 頸 動 脈（ I CA）に 進 め 同 動 脈 内 で 先 端 バ ル ー ン を 拡

張 し ，次 に 右 上 腕 動 脈 経 由 に て 2 本 目 の CGW を 右 V A 内 に 進 め

同 動 脈 内 で 先 端 バ ル ー ン を 拡 張 す る こ と で 遠 位 プ ロ テ ク シ ョ

ン を 構 築 す る こ と と し た ． こ の プ ロ テ ク シ ョ ン 下 に て 機 械 的
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血 栓 除 去 機 器 な ど を 併 用 し な が ら BC A 内 の 巨 大 血 栓 を 粉 砕 し ，

右 CCA 側 の 血 栓 は 10F- OPT IMO 経 由 で の 吸 引 除 去 術 や 外 頚 動 脈

へ の 血 栓 移 動 で ，右 SCA 側 の 血 栓 は 右 VA 分 岐 以 遠 ま で 移 動 さ

せ た 上 で 右 上 腕 動 脈 経 由 の CGW を 一 旦 抜 去 し ， 元 か ら の 右 腋

窩 動 脈 の 血 栓 と 合 わ せ て ， 右 上 腕 経 由 で の ov er- the- wire タ

イ プ の 3F- Fog art y ca the t er (FC； Ed ward s L ife s cien ces ,  

Irvi ne, CA)を 用 い た 除 去 術 に て 再 開 通 す る 予 定 と し た ．  

次 に 脳 卒 中 セ ン タ ー 医 師 に て 左 大 腿 動 脈 内 の 6F r シ ー ス を

10Fr シ ー ス に 置 換 し ，1 0 F- OPT IM O と JB3  5F /12 5cm  (M edi kit,  

Toky o, J apa n)を Radi focu s  Ⓡ  0 . 0 3 5 / 1 5 0 c m  ( T eru m o, T okyo , 

Japa n)に 追 従 し な が ら ， BCA 起 始 部 に J B3 の み 進 め た ． 次 に

CGW を BCA 血 栓 と 血 管 内 壁 の 隙 間 を 通 し 右 CCA 内  (Fig . 2A)，

さ ら に は 右 頸 部 I CA 内 ま で 進 め 先 端 バ ル ー ン を 拡 張 し た (F ig.  

2B)． そ こ で C GW を ア ン カ ー と し て 10F -OPT IMO を JB3 と と も

に BCA 起 始 部 に 僅 か に 進 め て 確 認 造 影 す る と ， B CA の 巨 大 血

栓 が 右 CCA (Fi g. 2C， 太 矢 印 )と 右 SCA 遠 位 部 (Fi g. 2C， 細 矢

頭 )に 移 動 し て い た .血 栓 粉 砕 に よ る 遠 位 塞 栓 症 の 合 併 と 判 断

し ，右 CCA 中 央 部 ま で 1 0F- O PTI MO を 急 い で 進 め ，同 軸 バ ル ー

ン 拡 張 下 で Y コ ネ の 側 管 に 接 続 し た 10cc シ リ ン ジ か ら 用 手 吸

引 し た (F ig.  2D )． 直 後 に 大 量 の 血 栓 が 回 収 さ れ ( Fig.  2E )，

同 時 に 10F -OP TIM O の ハ ブ か ら b a c kflow が 確 認 さ れ た ． CGW

の バ ル ー ン 直 下 ま で 進 め た 6F r E xpor t X P ( Medt r onic  Co rp,  

S ant a Ro sa,  CA )に よ る 吸 引 を 追 加 し た 後 ， 1 0F- O PTIMO に シ

リ ン ジ に よ る 陰 圧 を か け た 状 態 で 6Fr  Exp ort  X P か ら の 逆 行
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性 造 影 を お こ な い ，C CA 内 に 造 影 欠 損 が な い こ と を 確 認 し た ．

そ こ で 10F -OP TIM O の 同 軸 バ ル ー ン を 収 縮 し ，右 外 頸 動 脈 側 へ

の 順 行 性 造 影 に て 右 C CA 内 の 残 存 血 栓 が な い こ と を 再 確 認 し

た (F ig.  2F )．最 後 に C GW 先 端 バ ル ー ン を 収 縮 し 順 行 性 の 頭 蓋

内 造 影 を 実 施 し た と こ ろ （ F ig.  2G, H)， 右 M2 上 行 枝 分 枝 の

閉 塞 が み ら れ た ( Fig.  2H,矢 印 )． し か し ， こ の 閉 塞 は 術 前 の

左 CCA 造 影 で も 確 認 さ れ て お り ， EVT 中 に 生 じ た 遠 位 塞 栓 で

は な い と 判 断 し た ． 同 閉 塞 部 位 の 灌 流 域 に は 右 前 大 脳 動 脈 の

脳 軟 膜 硬 膜 吻 合 を 介 し た 逆 行 性 側 副 血 行 の 血 流 が 豊 富 に あ り ，

ア ン ギ オ 台 上 の 診 察 で も 左 片 麻 痺 な ど の 新 た な 神 経 徴 候 を み

と め な か っ た た め ，右 M2 閉 塞 の 血 栓 除 去 術 は 追 加 し な い こ と

と し た ．  

診 断 カ テ ー テ ル を 用 い て 右 VA を 造 影 し ，右 VA，脳 底 動 脈 ，

左 後 大 脳 動 脈 に 塞 栓 子 が な い こ と を 確 認 し た ． な お ， 右 後 大

脳 動 脈 は 右 総 頸 動 脈 か ら の 胎 児 型 後 交 通 動 脈 を 経 由 し て 造 影

さ れ て い た ．次 に 10F -OPT IMO を 右 SCA の 椎 骨 動 脈 分 岐 以 遠 ま

で 進 め ， そ の 部 位 の 造 影 に て 右 S CA の 腋 窩 動 脈 分 岐 直 前 で の

閉 塞 と 診 断 し た ( Fig.  3A， 矢 印 )．  

こ の 時 点 で 循 環 器 内 科 医 と 心 臓 血 管 外 科 医 に 術 者 を 交 替 し

た ． 右 上 腕 動 脈 を 切 開 し ガ イ ド ワ イ ヤ ー 先 行 に て 閉 塞 部 中 枢

側 ま で 3F- FC を 進 め (Fig . 3 B,矢 頭 )， 血 栓 除 去 術 を 2 回 実 施

し た ．そ の 結 果 ，大 量 の 血 栓 が 回 収 さ れ (Fi g.  3C )，右 S CA と

右 腋 窩 動 脈 は 完 全 に 再 開 通 で き た （ Fig.  3D）． 同 手 技 中 に は

10F- O PTI MO の 同 軸 バ ル ー ン を 拡 張 す る こ と に よ り (F ig. 3B,
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矢 印 )， 3 F-FC 挿 入 時 に 右 S CA 内 の 血 栓 が 右 VA 内 に 迷 入 す る

こ と を 防 止 し た ． 次 に 切 開 部 よ り 3F- FC を 挿 入 し 末 梢 側 を 造

影 す る と ， 右 橈 骨 動 脈 の 閉 塞 と 手 掌 部 の 造 影 不 良 が あ っ た た

め ， 循 環 器 内 科 医 に よ る カ テ ー テ ル 血 行 再 建 術 を 追 加 し た ．

心 臓 血 管 外 科 医 が 上 腕 動 脈 切 開 部 を 縫 合 し た 後 ,右 SCA 側 か

ら の 造 影 に て 右 上 肢 動 脈 の 開 存 を 確 認 し た ( Fig .  3E)．  

こ の 時 点 で 右 ICA の 再 開 通 か ら 2 時 間 以 上 が 経 過 し て い た ．

再 検 し た 右 ICA 造 影 に て 右 M2 は 閉 塞 し た ま ま で あ っ た が ，神

経 徴 候 は 全 く み ら れ ず 手 技 を 終 了 し た ．  

臨 床 経 過 ： 症 状 は 術 直 後 よ り 消 失 し ， そ の 後 も 再 発 し な か っ

た ． 術 翌 日 の 頭 部 MR I で は 右 島 皮 質 と 右 前 頭 葉 深 部 白 質 の 小

さ な 高 信 号 域 を ( Fig.  4 A， B)，頭 部 MRA で は 右 M2 上 行 枝 の 限

局 性 の 信 号 欠 損 を み と め た ( Fig . 4C)．術 直 後 か ら の ヘ パ リ ン

持 続 点 滴 を 継 続 し た と こ ろ（ 10 0 00～ 14000 単 位 /日 ），第 5 病

日 の 頭 部 MR I で 高 信 号 域 の 増 加 は な く  ( Fig . 4D， E)， 頭 部

MRA で は 右 M2 の 信 号 は 正 常 化 し て い た  ( Fig . 4 F )． 心 臓 超 音

波 検 査 に て 心 腔 内 血 栓 は な か っ た が 僧 帽 弁 狭 窄 を み と め た た

め ，  第 7 病 日 に ワ ー フ ァ リ ン 経 口 に 変 更 し ， 第 1 2 病 日 に 後

遺 症 な く 自 宅 退 院 し た ．退 院 1 年 後 の CT ア ン ギ オ グ ラ フ ィ ー

で は 右 頸 部 か ら 右 上 肢 の 動 脈 に 問 題 な か っ た ．  

 

考  察  

AEO- BCA に つ い て は 報 告 例 自 体 が 非 常 に 稀 で あ り 3 ) , 4 )， EVT

を 実 施 し た 例 に 限 れ ば Chi sci  E ら の 報 告 の み で あ る 3 )． 同 報
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告 で は ， 右 BC A， 左 CCA， 左 S CA の 多 発 塞 栓 症 に よ り 四 肢 虚 血

だ け で な く 脳 虚 血 症 状 も 呈 し て い る 例 に 対 し ，両 頸 動 脈 ，右 上

腕 動 脈 を 3 人 の 血 管 外 科 医 が 同 時 に 外 科 的 露 出 を し た 上 で ，FC

を 用 い て 順 次 血 栓 除 去 し ，完 全 再 開 通 と 良 好 な 予 後 が 得 ら れ て

い た ． AEO -BCA の 治 療 法 の 選 択 肢 と し て は ，内 科 的 治 療 と 外 科

的 治 療 が あ る が ，前 者 で は 中 途 半 端 に 溶 解 し た 血 栓 の 飛 散 に よ

る ，右 CCA 側 の 脳 塞 栓 症 や 右 SCA 側 の 上 肢 動 脈 塞 栓 症 が 危 惧 さ

れ た ．過 去 に は B CA の 非 塞 栓 性 閉 塞 に 起 因 し た 右 頸 動 脈 領 域 の

脳 塞 栓 例 の 報 告 も あ り 5 )，本 例 で も EVT 前 の 段 階 で 既 に ，無 症

候 性 の 右 M2 塞 栓 症 と 症 候 性 の 右 腋 窩 動 脈 塞 栓 症 を 生 じ て い た

た め ，後 者 を 選 択 し た ． AE O- BCA の 外 科 的 治 療 と し て は ，直 達

手 術 と EVT，両 者 の 併 用 手 術 が 考 え ら れ る ．直 達 手 術 と し て は

開 胸 術 が あ る が ， 右 VA 分 岐 よ り 近 位 で の S CA の 確 保 は 手 技 的

に 困 難 で あ る た め ，遠 位 プ ロ テ ク シ ョ ン 法 と し て の 右 C CA と 右

S C A の 外 科 的 露 出 と と も に ， 血 栓 除 去 法 と し て の E V T の 併 用 ，

す な わ ち C his ci E ら 3 )が 実 践 し た 右 頸 動 脈 分 岐 部 と 右 上 腕 動

脈 の 切 開 部 か ら の FC を 用 い た 逆 行 性 ア プ ロ ー チ が 必 要 と な る ．

た だ し ，こ の 場 合 で も 右 VA の プ ロ テ ク シ ョ ン は 不 可 能 で あ る ． 

BCA の 動 脈 硬 化 性 狭 窄 病 変 に 対 し て は ，右 CCA の 外 科 的 露 出 下

で 遠 位 プ ロ テ ク シ ョ ン し た 上 で ，直 接 穿 刺 か ら の 逆 行 性 ア プ ロ

ー チ に て ス テ ン ト 併 用 血 管 形 成 術 を 実 施 し た 例 の 報 告 が あ る

6 )． た だ し ， 右 頸 部 か ら の 逆 行 性 ア プ ロ ー チ に よ る E V T で は ，

侵 襲 性 が 大 き く 時 間 も 要 す る こ と に な る た め ，本 例 で は ，順 行

性 と 逆 行 性 の ア プ ロ ー チ を 組 み 合 わ せ る こ と で 外 科 的 露 出 を
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右 上 腕 動 脈 に 限 局 し た ．  

動 脈 硬 化 性 の BC A 閉 塞 症 に 対 す る 順 行 性 ア プ ロ ー チ に よ る

血 管 内 治 療 の 報 告 例 は 散 見 さ れ る が 1 ) , 2 )， AEO -B CA に 対 す る 順

行 性 ア プ ロ ー チ に よ る EVT の 報 告 は ，我 々 が 渉 猟 し え た 範 囲 で

は な か っ た ．A EO -BCA 例 の 順 行 性 ア プ ロ ー チ に よ る EVT に お け

る 問 題 点 と し て は ，遠 位 プ ロ テ ク シ ョ ン 法 と と も に ，ガ イ デ ィ

ン グ カ テ ー テ ル 内 腔 経 由 で の 巨 大 血 栓 の 除 去 法 が 挙 げ ら れ る ．

本 例 で は ，前 者 に つ い て は ，2 本 の CGW の 先 端 バ ル ー ン を 右 ICA

内 と 右 VA 内 で 同 時 拡 張 す る 遠 位 プ ロ テ ク シ ョ ン 法 を 計 画 し て

い た ． 完 全 閉 塞 5 例 を 含 む 動 脈 硬 化 性 B CA 閉 塞 性 病 変 89 例 の

血 管 内 治 療 の 検 討 で は ，プ ロ テ ク シ ョ ン デ バ イ ス な し で も 脳 梗

塞 合 併 は 1 例 （ 2％ ） と 稀 で あ っ た が 1 )， AEO -BCA 例 で は ， 動

脈 硬 化 性 病 変 例 よ り も 遠 位 塞 栓 を 生 じ や す く ，遠 位 プ ロ テ ク シ

ョ ン は 必 須 と 考 え ら れ る ． 本 例 と は 異 な り ， 右 C CA と 右 S CA

の 分 岐 が 開 存 し て い る ，す な わ ち 閉 塞 が BCA 近 位 部 に 限 局 し て

い る 動 脈 硬 化 性 B CA 閉 塞 例 に お い て ，右 上 腕 動 脈 経 由 で 2 本 の

遠 位 プ ロ テ ク シ ョ ン デ バ イ ス を 右 ICA と 右 VA に 留 置 し た 上 で

血 行 再 建 を 実 施 し た 報 告 例 は あ る が 7 )，右 CCA と 右 SCA の 分 岐

を 含 め た B CA 塞 栓 性 閉 塞 例 で は ，閉 塞 性 病 変 に プ ロ テ ク シ ョ ン

デ バ イ ス を 通 過 さ せ る 際 に 遠 位 塞 栓 を 生 じ る 危 険 性 が 残 る ．実

際 ，本 例 で も B CA 巨 大 血 栓 の 近 傍 を CGW に て 通 過 し た 直 後 に 血

栓 粉 砕 に よ る 遠 位 塞 栓 を 合 併 し た ．た だ し ，本 例 の 場 合 ，手 術

動 画 を 見 返 し た と こ ろ ， BCA 内 の 血 栓 粉 砕 の 主 因 は ， CGW 通 過

に よ る 血 栓 粉 砕 で は な く ， 1 0F- O PTIMO 先 端 が BCA 内 で 血 栓 側
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に 進 み 過 ぎ た こ と に よ る も の で あ る こ と が 判 明 し た ．こ の 予 期

せ ぬ 血 栓 粉 砕 は ，幸 い に も 右 ICA で の 遠 位 プ ロ テ ク シ ョ ン 確 立

後 に 生 じ た た め ，血 栓 は 右 C CA 内 に 留 ま っ て お り ，さ ら に は 右

SCA 遠 位 に 移 動 し た 血 栓 も 右 VA に 迷 入 す る こ と が な か っ た た

め 事 な き を 得 た ．一 方 ，巨 大 血 栓 の 除 去 法 に つ い て は ，血 栓 除

去 機 器 な ど を 用 い て 1 0F O PTI MO 内 腔 経 由 と 右 上 腕 動 脈 経 由 に

て EVT を お こ な う 予 定 で あ っ た ．実 際 に は ，巨 大 血 栓 が 想 定 外

の タ イ ミ ン グ で 粉 砕 さ れ 右 CCA と 右 S C A に 移 動 し て し ま っ た ．

右 CCA 内 の 血 栓 に つ い て は 右 IC A 内 の CGW 先 端 バ ル ー ン と 右

CCA 内 の 10F  OP T IMO 同 軸 バ ル ー ン の 同 時 拡 張 下 で の 用 手 吸 引

術 に て 回 収 で き た ．こ の 方 法 は 頸 動 脈 の 血 管 内 血 栓 の 除 去 法 と

し て 過 去 に も 報 告 さ れ て い る 8 ) , 9 ) .   

近 年 ，下 肢 動 脈 の 塞 栓 症 や 動 脈 硬 化 性 閉 塞 の EVT で は ，心 臓

血 管 外 科 と 循 環 器 内 科 の ハ イ ブ リ ッ ド 血 行 再 建 術 の 有 用 性 が

報 告 さ れ て き て お り ， Eu rop ean  Soci ety of Car d iolo gy の 下

肢 血 行 再 建 術 の ガ イ ド ラ イ ン で も 同 血 行 再 建 術 が 提 唱 さ れ て

い る 1 0 )． A EO-B C A は 脳 神 経 と 循 環 器 の 境 界 領 域 の 疾 患 と い え ，

EVT に つ い て も ，両 領 域 の 専 門 医 間 で の 術 前・ 術 中 に お け る 協

議 は 必 須 で あ る ．  

 

結  語  

A E O - B C A に 対 す る E V T は ， 迅 速 か つ 低 侵 襲 な 治 療 法 で あ

る が ， カ テ ー テ ル 内 腔 よ り 大 き な 径 の 血 栓 を 除 去 す る こ と は

容 易 で な く ， ま た 術 中 の 遠 位 プ ロ テ ク シ ョ ン 法 も 確 立 さ れ て



 

11 
 

11 

い な い ． そ の た め ， 同 手 技 に は 脳 神 経 と 循 環 器 領 域 の 専 門 医

間 で の 術 前 ・ 術 中 の 協 議 と と も に ， 直 達 手 術 の 併 用 が 必 須 で

あ る ．  

本 論 文 に 関 し 筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 が 利 益 相 反 は な い ． 

本 論 文 の 要 旨 は 第 3 1 回 N P O 法 人 日 本 脳 神 経 血 管 内 治 療 学

会  ( 2 0 1 5 年 11 月 2 0 日 )で 発 表 し た ．  
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n e u r o s o n o l o g i c a l  s t u d i e s .  R e v  N e u r o l  5 4 : 2 8 4 - 2 8 8 ,  2 0 1 2 .  

( 6 )  O k a m o t o  S ,  O h n i s h i  H ,  M u r a o  K ,  e t  a l .  A c a s e  o f  

b r a n c h i o c e p h a l i c  a r t e r y  s t e n o s i s  s u c c e s s f u l l y  t r e a t e d  b y  

a n g i o p l a s t y  w i t h  s t e n t  u s i n g  d i r e c t  p u n c t u r e  u n d e r  c o m m o n  
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c a r o t i d  a r t e r y  s u r g i c a l  e x p o s u r e :  a  t e c h n i c a l  n o t e .  J N E T  9 :  

3 2 6 - 3 3 0 ,  2 0 1 5 .  

( 7 )  S t i e f e l  M F,  P a r k  M S ,  M c D o u g a l l  C G ,  e t  a l .  E n d o v a s c u l a r  

t r e a t m e n t  o f  i n n o m i n a t e  a r t e r y  o c c l u s i o n  w i t h  s i m u l t a n e o u s  

v e r t e b r a l  a n d  c a r o t i d  a r t e r y  d i s t a l  p r o t e c t i o n :  c a s e  r e p o r t .  

N e u r o s u r g e r y  6 6 :  E 8 4 3 - E 8 4 4 ,  2 0 1 0 .  

( 8 )  I m a i  K ,  M a k i n o  M ,  N i w a  F,  e t  a l .  T a n d e m  b a l l o o n  p r o t e c t i o n  

d u r i n g  e m e r g e n c y  c a r o t i d  a r t e r y  s t e n t i n g  o f  a  s t e n o t i c  I C A  

l e s i o n  w i t h  i n t r a l u m i n a l  t h r o m b u s .  J  E n d o v a s c  T h e r  

1 4 : 2 1 4 - 2 1 8 ,  2 0 0 7 .  

( 9 )  E c k e r  R D ,  Tu m m a l a  R P,  L e v y  E I ,  e t  a l :  “ I n t e r n a l  

c r o s s - c l a m p i n g ”  f o r  s y m p t o m a t i c  i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y  

t h r o m b u s :  R e p o r t  o f  t w o  c a s e s .  J  N e u r o s u r g  1 0 7 :  1 2 2 3 - 1 2 2 7 ,  

2 0 0 7 .  

( 1 0 )  Te n d e r a  M ,  A b o y a n s  V,  B a r t e l i n k  M L ,  e t  a l .  E S C  

G u i d e l i n e s  o n  t h e  d i a g n o s i s  a n d  t r e a t m e n t  o f  p e r i p h e r a l  

a r t e r y  d i s e a s e s .  E u r  H e a r t  J  3 2 :  2 8 5 1 – 2 9 0 6， 2 0 11 .  
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F i g .  1 .  P r e p r o c e d u r a l  M R I / M R A ,  C TA ,  a n d  a n g i o g r a m s .  

D i f f u s i o n - w e i g h t e d  m a g n e t i c  r e s o n a n c e  i m a g e  ( D W I )  d i s p l a y s  

n o r m a l  f i n d i n g  ( A ,  B ) .   M R  a n g i o g r a m  ( C )  s h o w s  m i l d  

a t t e n u a t i o n  o f  s i g n a l  i n t e n s i t y  o f  t h e  r i g h t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y.   

3 D - C T  a n g i o g r a m  ( D )  d e m o n s t r a t e s  d e f e c t  o f  c o n t r a s t  m a t e r i a l  a t  

t h e  b r a c h i o c e p h a l i c  a r t e r y  ( a r r o w ) .   A n g i o g r a m s  o f  a o r t a  ( E )  

a n d  b r a c h i o c e p h a l i c  a r t e r y  ( F )  r e v e a l  n e a r  o c c l u s i o n  o f  t h e  

b r a c h i o c e p h a l i c  a r t e r y  ( a r r o w s )  d u e  t o  c a r d i o g e n i c  e m b o l i s m  

a c c o m p a n i e d  b y  o o z i n g  o f  c o n t r a s t  m a t e r i a l  t o  t h e  i p s i l a t e r a l  

c o m m o n  c a r o t i d  a r t e r y .   A n g i o g r a m  o f  l e f t  c a r o t i d  a r t e r y  ( G )  

d i s p l a y s  r e t r o g r a d e  f i l l i n g  i n t o  r i g h t  M 2  b r a n c h  v i a  t h e  

l e p t o m e n i n g e a l  a n a s t o m o s i s  o f  t h e  r i g h t  a n t e r i o r  c e r e b r a l  a r t e r y  

( a r r o w  h e a d s ) ,  w h i c h  i n d i c a t e s  e x i s t e n c e  o f  o c c l u s i o n  o f  t h e  

r i g h t  p r o x i m a l  M 2  s e g m e n t .   A n g i o g r a m s  o f  l e f t  s u b c l a v i a n  

a r t e r y  ( H ,  I ,  a n d  J )  d e m o n s t r a t e s  r e t r o g r a d e  f l o w  o v e r  t h e  u n i o n  

t o  t h e  r i g h t  v e r t e b r a l  a r t e r y  ( H ,  a r r o w )  w h i c h  f i l l s  i n t o  t h e  r i g h t  

s u b c l a v i a n  a r t e r y  ( I ,  a r r o w )  t o  t h e  a x i l l a r y  a r t e r y ,  a t  d i s t a l  

s e g m e n t  o f  w h i c h  e m b o l i c  o c c l u s i o n  i s  d i s c l o s e d  ( J ,  a r r o w h e a d s ) .   

 

F i g .  2 .  A n g i o g r a m s  d u r i n g  a n d  a f t e r  e n d o v a s c u l a r  

t h r o m b e c t o m y  f o r  b r a c h i o c e p h a l i c  a r t e r y  a n d  r i g h t  c o m m o n  

c a r o t i d  a r t e r y.  

T h e  b a l l o o n - g u i d e  w i r e  ( C a r o t i d  G u a r d  W i r e :  C G W )  i s  c a r e f u l l y  

a d v a n c e d  t o  t h e  c e r v i c a l  s e g m e n t  o f  t h e  r i g h t  i n t e r n a l  c a r o t i d  
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a r t e r y  ( I C A ;  A ,  a r r o w )  a c r o s s  t h e  o c c l u d e d  s i t e  o f  t h e  

b r a c h i o c e p h a l i c  a r t e r y  ( B C A )  a n d  i n f l a t i n g  t h e  d i s t a l  b a l l o o n  o f  

t h e  C G W  a t  t h e  c e r v i c a l  I C A  ( B ,  a r r o w ) .  I m m e d i a t e l y  a f t e r  

d e p l o y m e n t  o f  t h e  b a l l o o n ,  a n g i o g r a p h y  a t  t h e  p r o x i m a l  p o r t i o n  

o f  t h e  B C A  ( C )  i s  p e r f o r m e d ,  w h i c h  d e m o n s t r a t e s  m i g r a t i o n  o f  

t h e  c r u s h e d  c l o t s  i n t o  b o t h  r i g h t  c o m m o n  c a r o t i d  a r t e r y  ( C C A ;  

l a r g e  a r r o w )  a n d  r i g h t  s u b c l a v i a n  a r t e r y  ( s m a l l  a r r o w ) .   T h e  c l o t  

o c c l u d i n g  t h e  r i g h t  C C A  i s  a t t e m p t e d  t o  b e  r e t r i e v e d  b y  f o r c e d  

s u c t i o n  w i t h  1 0 c c  s y r i n g e  v i a  i n n e r  l u m e n  o f  t h e  1 0 F r  

b a l l o o n - g u i d e  c a t h e t e r  u n d e r  i n f l a t i o n  o f  t h e  b o t h  b a l l o o n s  i n  t h e  

I C A  a n d  C C A  ( D ) ,  r e s u l t i n g  i n  s u c c e s s f u l  r e t r i e v a l  o f  t h e  c l o t s  

( E )  a n d  c o m p l e t e  r e c a n a l i z a t i o n  o f  t h e  C C A  u n d e r  i n f l a t i o n  o f  

t h e  d i s t a l  b a l l o o n  o f  t h e  C G W  ( F ) .   C e r e b r a l  a n g i o g r a m s  

i m m e d i a t e l y  a f t e r  d e f l a t i o n  o f  t h e  b a l l o o n  ( G  a n d  H )  r e v e a l  

o c c l u s i o n  o f  t h e  s u p e r i o r  b r a n c h  o f  t h e  r i g h t  M 2  ( H ,  a r r o w ) ,  

w h i c h  i s  a l r e a d y  p r e s e n t  b e f o r e  i n i t i a t i o n  o f  t h e  t h r o m b e c t o m y  

p r o c e d u r e .  F i g u r e  G  i s  a n t e r i o r - p o s t e r i o r ,  H  i s  l a t e r a l  v i e w ,  

r e s p e c t i v e l y .  

 

F i g .  3 .  A n g i o g r a m s  d u r i n g  e n d o v a s c u l a r  t h r o m b e c t o m y  f o r  

r i g h t  s u b c l a v i a n  a r t e r y  a n d  b r a c h i a l  a r t e r y.  

A n g i o g r a m s  o f  t h e  r i g h t  s u b c l a v i a n  a r t e r y  ( S C A )  s h o w s  

o c c l u s i o n  o f  d i s t a l  S C A  ( A ,  a r r o w ) .  D u r i n g  i n f l a t i o n  o f  t h e  

c o a x i a l  b a l l o o n  o f  t h e  1 0 F r  b a l l o o n - g u i d e  c a t h e t e r  ( B ,  a r r o w )  f o r  
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p r e v e n t i o n  o f  c l o t  m i g r a t i o n  t o  t h e  i p s i l a t e r a l  v e r t e b r a l  a r t e r y ,  

t h r o m b e c t o m y  w i t h  i n f l a t e d  b a l l o o n  o f  t h e  F o g a r t y  c a t h e t e r  ( B ,  

a r r o w h e a d )  v i a  b r a c h i a l  a r t e r y  i s  a t t e m p t e d  b y  c a r d i o l o g i s t  a n d  

c a r d i o v a s c u l a r  s u r g e o n ,  r e s u l t i n g  i n  s u c c e s s f u l  r e t r i e v a l  o f  b o t h  

c l o t s  i n  d i s t a l  S C A  a n d  a x i l l a r y  a r t e r y ( C )  a n d  c o m p l e t e  

r e c a n a l i z a t i o n  o f  b o t h  a r t e r i e s  ( D ) .  T h e n ,  a d d i t i o n a l  

e n d o v a s c u l a r  r e v a s c u l a r i z a t i o n  f o r  t h e  d i s t a l  s e g m e n t  o f  t h e  

i p s i l a t e r a l  b r a c h i a l  a r t e r y  i s  p e r f o r m e d  b y  c a r d i o l o g i s t ,  r e s u l t i n g  

i n  c o m p l e t e  r e c a n a l i z a t i o n  o f  t h e  d i s t a l  a r t e r i e s ,  a n d  t h e  

p u n c t u r e  s i t e  o f  t h e  b r a c h i a l  a r t e r y  i s  s u t u r e d  s u r g i c a l l y  b y  

c a r d i o v a s c u l a r  s u r g e o n ,  p a t e n c y  o f  w h i c h  a f t e r  o p e r a t i o n  i s  

c o n f i r m e d  b y  a n g i o g r a p h y  p e r f o r m e d  f r o m  p r o x i m a l  s i t e  ( E ) .  

 

F i g .  4 .  M R I / M R A p e r f o r m e d  o n  t h e  f o l l o w i n g  d a y  ( A t o  C )  a n d  

f i v e  d a y s  ( D  t o  F )  a f t e r  t h e  p r o c e d u r e .  

D i f f u s i o n - w e i g h t e d  i m a g e s  d e m o n s t r a t e  h i g h  i n t e n s i t y  s i g n a l  

s p o t s  a t  t h e  i n s u l a r  c o r t e x  ( A )  a n d  d e e p  w h i t e  m a t t e r  ( B )  i n  t h e  

r i g h t  h e m i s p h e r e ,  w h i c h  a r e  u n c h a n g i n g  d u r i n g  f o l l o w - u p  p e r i o d  

( D  a n d  E ,  r e s p e c t i v e l y ) .   M R  a n g i o g r a m  o n  t h e  f o l l o w i n g  d a y  

s h o w s  s i g n a l  d e f e c t  i n  t h e  s u p e r i o r  t r u n k  o f  t h e  r i g h t  M 2  ( C ,  

a r r o w ) ,  a n d  a n g i o g r a m  o n  t h e  f i v e  d a y s  a f t e r  t h e  p r o c e d u r e  

d i s p l a y s  n o r m a l  s i g n a l  i n  t h e  s a m e  s e g m e n t  ( F ,  a r r o w )．  
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